
 

 

 

農業生産基盤の保全・整備面積  18,830ha 

 

■生産性の高い農業経営の実現、生産力の維持を図ることによ

り、豊かな農産物を安定的に供給するため、農業生産基盤の

保全・整備を実施している。 

 

農業生産基盤の保全･整備面積 18,830ha 

 戦略を持った意欲ある産地の基盤

整備面積 
551ha 

条件不利地域整備面積 661ha 

基幹的農業水利施設における機能

監視･診断の体制整備面積 
16,636ha 

自然災害が発生する恐れのある 

農地の解消面積 
982ha 

 

【戦略を持った意欲ある産地の基盤整備面積】 

 県内4地域（沼津市西浦、御殿場市・小山町、静岡市清水区、

牧之原市）で実施する「食の都づくり」を支える基盤整備事

業による整備面積 
 

【条件不利地域整備面積】 

 管理事業計画に記載している、中山間地域総合整備事業を含

む条件不利地域整備面積 
 

【基幹的農業水利施設における機能監視･診断の体制整備面積】

県が自ら監視・診断・補修・更新を行うための「監視診断方

針」が策定された施設に係る農地面積 
 

【自然災害が発生する恐れのある農地の解消面積】 

 湛水被害等のおそれのある農用地等の解消面積 

 

出典：静岡県農地計画課調べ 

３４ 農業生産基盤の保全・整備面積 24 年度 


